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○
第
１
次
試
験
日

平
成

年
９
月

日
（
日
）

24

16

○
第
１
次
試
験
地

熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校

（
阿
蘇
校
舎
）

○
受
付
期
間

平
成

年
７
月

日
（
月
）
～
８
月

24

23

日
（
金
）
ま
で

10午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

30

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
試
験
の
合
格
者
は
、

月
（
予
定
）
に
２
次
試
験

11

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課

人
事
係

-
-

℡
０
９
６
７
２
４
５
１
１
１

熊
本
県
で
は
、（
財
）
く
ま
も
と
テ
ク
ノ
産
業
財
団

に
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材

育
成
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま

も
と
」
で
、
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関
す
る
講

座
、
講
演
会
や
助
成
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
】

◎
企
業
等
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や
講
座
を
紹

介
し
ま
す

◎
社
員
教
育
の
た
め
に
必
要
な
技
術
や

技
能
の
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す

◎
社
員
や
生
徒
、

学
生
に
見
せ
た
い
専
門
的
な
現
場
や
他
企
業
の
工
場

見
学
等
を
仲
介
し
ま
す

◎
人
材
の
斡
旋
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ご
相
談
窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を
紹

介
し
ま
す

■
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も

http://w
w
w
.km
t-ti.or.jp/job

と
」

/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
９
６
２
８
６
３
４
２
１

平
成

年
度

阿
蘇
広
域
行
政

24

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に

関
す
る
ご
相
談
、
お
受
け
し
ま
す

固定資産税第２期の納期限は７月31日（火）です。／高森町役場 税務課

受験資格職務内容採 用
予定人数職 種区 分

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに
生まれた方

事務部局に所属し、
一般事務全般に従
事します。

２人程度一般事務高等学校
卒業程度

昭和52年４月２日以降
に生まれた方で、管理栄
養士の資格を有する方

事務部局に所属し、
老人ホームに勤務
し、栄養指導全般
に従事します。

１人程度管理栄養士資格免許職

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに
生まれた方

消防署に勤務し、
消防業務全般に従
事します。

５人程度消 防高等学校
卒業程度
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７
月

日
～

日
は
肝
臓
週
間
で
す
。
検
査
を
一

23

29

度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検
査
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
７
月

日（
月
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

23

12

～
５
時

○
７
月

日
（
火
）
午
前
９
時
～

時

24

12

○
７
月

日（
水
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

25

12

～
５
時
、
午
後
５
時
～
７
時

○
７
月

日（
木
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

26

12

～
５
時

○
７
月

日
（
金
）
午
前
９
時
～

時

27

12

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
保
健
所

-
-

℡
０
９
６
７
３
２
０
５
３
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

実
施
し
ま
す

６月３日、根子岳老人クラブ（高倉静也会
長）が大戸の口から高森温泉館前と農免道路
周辺にかけて清掃活動を行いました。これは、
昨年から年４回、「町がきれいになるように」
と行われているもので、朝から草刈り機や竹
ほうきを手に作業を実施しました。作業後は
スッキリした景観を取り戻しました。会員の
みなさん本当におつかれさまでした。

根子岳老人クラブ
奉仕活動で町をきれいに

６月10日、わかば会（大和靖夫会長）が
ボランティアで湧水トンネル公園内の清掃活
動を実施しました。公園内のすみずみをまわ
りゴミをひとつひとつ拾っていきました。暑
い日差しの照りつける中での大変な作業でし
たが、この活動のおかげで、清々しい景色に
なりました。会員のみなさん本当におつかれ
さまでした。

わかば会
湧水トンネル公園内を
ボランティアで清掃
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○
職
種

事
務
局
長

○
募
集
人
員

１
名

○
業
務
内
容

熊
本
県
阿
蘇
郡
市
及
び
上
益
城
郡
山

都
町
の
８
市
町
村
が
地
域
振
興
、
観
光
振
興
、
環

境
・
景
観
保
全
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
設
立

し
た
（
財
）
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
長
と
し
て
、
阿
蘇
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
き
な
が
ら
時
代
に
応
じ
た
事
業
を
行

い
、
人
材
の
育
成
・
研
修
な
ど
の
業
務
に
従
事
し

ま
す
。

○
応
募
資
格

高
卒
以
上
（
地
域
づ
く
り
、
観
光
振

興
、
環
境
・
景
観
保
全
関
係
業
務
の
経
験
が
あ
る

方
、
要
普
通
自
動
車
免
許
）

○
勤
務
地

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

○
給
与

年
６
０
０
万
円
～
８
０
０
万
円
（
諸
手
当

及
び
賞
与
含
む
）

○
待
遇

社
会
保
険
完
備
、
週
休
二
日
制
、
年
次
休

暇
あ
り

○
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
り
付
け
）、
こ
れ
ま

で
に
実
践
し
て
き
た
地
域
づ
く
り
、
観
光
振
興
等

に
つ
い
て
の
職
歴
、
経
験
に
関
す
る
記
載
記
事
、

論
文
等
が
あ
れ
ば
添
付
。

小
論
文
「
阿
蘇
の
自
然
と
地
域
振
興
」（
Ａ
４
縦
、

横
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
、
２
，
０
０
０
字
以
内
、
手

書
き
不
可
）
を
郵
送

※
書
類
返
送
の
た
め
返
送
先
住
所
が
わ
か
る
も
の
を

同
封
。

○
応
募
期
間

平
成

年
７
月
１
日
～
７
月

日

24

31

（
平
成

年
７
月

日
消
印
有
効
）

24

31

○
第
一
次
審
査

８
月
中
旬

○
第
二
次
審
査

８
月
下
旬
（
面
接
、
発
表
会
の
ほ

か
体
験
審
査
を
実
施
）

○
採
用
決
定

９
月
上
旬

○
採
用
開
始

平
成

年

月
１
日

24

10

○
採
用
期
間

３
年
（
３
年
経
過
後
は
１
年
ご
と
に

再
任
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

〒
８
６
９
２
６
１
２

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
０
２
（
熊
本
県
阿
蘇
総
合
庁
舎
内
）

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
４
８
０
１

０
９
６
７-

２
２-

４
８
０
２

FAX

e-m
ail

info@
asodc.or.j

：

p

財
団
法
人
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
募
集

係

○
河
川
に
ゴ
ミ
・
草
・
枝
な
ど
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
○
下
流
に
ゴ
ミ
が
堆
積
し
て
い
ま
す

○
海
に
流
れ
た
ゴ
ミ
が
砂
地
を
覆
っ
て
貝
が
窒
息
し

て
い
ま
す

○
漁
業
者
が
困
っ
て
い
ま
す

○
ゴ
ミ
で
船
が
故
障
し
ま
す

（
財
）
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
募
集

河
川
に
ゴ
ミ
・
草
・
枝
な
ど

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

国民健康保険税第３期の納期限は７月31日（火）です。／高森町役場 税務課

アサリやハマグリは
窒息死してしまいます

下流に漂着した
ゴミ・ゴミ・ゴミ…
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京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
年
）
に
大
学
初
の
火
山
研
究
所
と
し
て

南
阿
蘇
村
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
約

年
に
わ
た
り

84

阿
蘇
火
山
を
主
と
す
る
火
山
の
研
究
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
を

広
く
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今

年
も
一
般
見
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
見
学

会
で
は
、
火
山
の
最
前
線
で
研
究
を
続
け
て
い
る
研

究
者
た
ち
が
、
阿
蘇
火
山
の
噴
火
過
程
や
マ
グ
マ
だ

ま
り
の
存
在
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
最
先
端
の
研
究
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

○
日
時

７
月

日（
日
）、
午
前
９
時

分
～
午
後

29

30

４
時
ま
で

○
開
催
場
所

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

※
団
体
（

名
以
上
）
お
こ
し
の
方
は
、
事
前
に
連

10

絡
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
参
加
費

無
料
・
駐
車
場
有

○
ポ
ス
タ
ー
展
示
（
約

点
）・
解
説

30

○
大
型
地
震
計
な
ど
の
観
測
機
器
の
展
示
及
び
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

○
子
供
向
け
実
験
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

○
特
別
講
演
予
定

京
都
大
学
教
授
・
大
倉
敬
宏
先
生

午
前

時
～

10

タ
イ
ト
ル
「
阿
蘇
山
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
（
仮

題
）」

九
州
大
学
教
授
・
藤
原
恵
洋
先
生

午
後
３
時
～

タ
イ
ト
ル
「
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
物
に
つ
い

て
（
仮
題
）」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
９
６
７
６
７
０
０
２
２

０
９
６
７-

６
７-

２
１
５
３

FAX

ま
た
た
く
間

夢
幻
の
喜
寿
の
宴

金
欠
病

嬶
貰
う
な
ら
喰
わ
せ
な
ん

遅
い

ド
ナ
ー
か
ら
心
臓
の
来
ん

や
が
て
梅
雨

押
入
れ
に
風
入
れ
と
こ
う

遅
い

涙
も
涸
る
る
拉
致
家
族

ま
た
た
く
間

帰
省
の
孫
と
も
う
別
れ

ま
た
た
く
間

あ
の
頃
君
は
若
か
っ
た

た
ん
べ
ん
に

あ
た
は
誰
か
と
聞
き
な
は
る

感
謝
感
謝

医
者
と
程
々
つ
き
合
う
て

や
っ
と
春

子
連
れ
で
良
か
と
言
わ
し
た
つ

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

第

回

京
都
大
学
火
山
研
究

12
セ
ン
タ
ー

一
般
見
学
会


